
第１章　概　説

特　徴

MPC-816は生産現場に密着し た制御を低価格でコ ンパク ト に提供する よ う に設計製作されています。 プロ

グ ラ ミ ングは特別に高価な ソ フ ト 、 端末を使用する こ と な く ユーザで用意し ていただいたパソ コ ンで行い

ます。 プロ グ ラ ム用ソ フ ト FTMWは当社Webサイ ト から ダウ ン ロード、弊社製品にご利用いただ く 限 り にお

いて無償、 再配布フ リ ー と なっています。 FTMWはWindowsで使用する こ と ができ ます。

対応範囲

次のよ う にI/O制御、アナロ グ入出力、パルス発生、RS-232C制御、小型LCD表示 と制御に必要なほ と んどの

機能を網羅し ています。

プログラム

FTMWはプロ グ ラ ム編集ツール、 システムデータ更新ツールを含んだ統合化ツールです。 MPCのユーザは

FTMWを イ ン ス ト ールするだけでMPCプロ グ ラ ムを開発・使用・保守する こ と ができ ます。MPC用のシステ

ムデータはコマン ド、周辺ボード の追加、機能追加等によ り 適宜更新されています。手持ちのMPCを こ のシ

ステム ローダ と Web サイ ト でダウ ン ロー ド サービ ス と し て配布されている システムデータによ り 簡易な手

続きでア ッ プデー ト する こ と ができ ます。また、MPCのプロ グ ラ ムはコ ン ト ローラ本体か ら テキス ト データ

と し て取 り 出すこ と ができ ます。 こ のため、パソ コ ン側でプロ グ ラ ムを紛失・ バージ ョ ン不明 と なって も プ

ロ グ ラ ムを再現保守する こ と ができ ます。

パソコンとの接続

プロ グ ラ ミ ング用ケーブルはケーブルセ ッ ト DOS/VかUSB-RSを用います。USB-RSはRS-232Cポー ト の無い

PCの場合に使用し ます。

ＲＯＭ化

MPCのプロ グ ラ ムはフ ラ ッ シ ュ ROM上に保存されます。 こ のため、 万一のCPUへのダ メ ージやバッ テ リ 切

れに対し て も、 適切にプ ロ グ ラ ムを記述し ておけばきわめて信頼性の高い状態で長年稼動させつづけ る こ

と ができ ます。

機 　 能 対象ボー ド 補 　 記

IO制御 MPC-816,MIF-816,MIO-816,MIO-248 フ ォ ト カプ ラ入力、 オープン コ レ ク タ出力

アナロ グ入出力 MIF-816AD ADIN 3CH(0-4.095V) ADOUT 1CH(0-4.095V) 

パルス発生 MPC-816,MPG-303,MPG-301 303(MAX50kpps) 301(MAX1mpps S字)

小型LCD表示 MIF-816 SC1602,SC2004

RS-232C MPC-816 CPUボード標準装備

タ ッ チパネル MBK-816 デジ タルGPシ リ ーズ 　 ダ イ レ ク ト ア ク セス
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２つのバージョンについて

MPC-816にはP版 とZ版があ り ます。 P版は標準で現在でも新しい機能、 周辺に対し て改版されているバー

ジ ョ ンです。 Z版は1994年こ ろ までの標準版ですが、 整数が2byte長であ る こ と 、 簡易パルス発生機能しか備

えていないこ と などによ り 、保守バージ ョ ン と な り ま し た。 しかし ながら、古いプロ グ ラ ムでかかれたプロ

グ ラ ム も多数現存し ているためその保守対応 と し てMPC-816に装備されています。 標準出荷バージ ョ ンは

現在標準のP版ですが、バージ ョ ンの切 り 替えのためにコマン ドV_SWAPが用意されています。手続きは次の

よ う に行います。

>V_SWAP <-コマンド入力 "V_SWAP"
 TNYFSC(R) Rev-3.52 [VER-PmaX2044] <-パワーオンリセット
 Copyright(C)by ACCEL CORP/BC-SOFT
 [300p MPC-816K  MPG  MODE5|6]K8b8
>MPCINIT <-コマンド入力 "MPCINIT"
>ERASE <-コマンド入力 "ERASE"
*
>

Ｉ／Ｏ制御

MPC-816には8点の出力、 16点の入力ポー ト が用意されています。 I/Oの追加は、 最初はMIF-816， MI0-816

と追加し ます。 それぞれ8点の出力 と 16点の入力を備えています。

出力ポー ト のみを追加する場合は、MIO-248を使用し ます。24点の出力 と、8点の入力があ り ます。各I/Oボー

ド の制御電源はフ ォ ト カプラ で絶縁されています。こ のため、それぞれのIOボード に独立し た電源を使用す

る こ と ができ ます。 DC5VレベルのIOが必要な場合はMIO-248が適し ています。 出力の制御電流は、 248が

100mA， 816が200mAです。 ただし、 全ポー ト が一斉にONする場合などが想定される場合は別途電流容量に

ついて見当が必要です。 制御電流100mA以下の空気圧制御については問題あ り ません。

入力検出は最大で4mAです。このため、2線式センサなどではオフ時で もONと判断されて し まいます。2線式

センサを使用する場合は各IOボード に供え られているSIP ソ ケ ッ ト に抵抗アレ イ （2K-3K） を挿入し ます。

IOD-024を使用し た場合は、 個別に2線式センサに対応する こ と ができ ます。

コマン ド はON/OFFによ ってサポー ト されています。 入力はSW()関数を用いてシ ョ ー ト ， オープン検出で

す。 次の図はIOD-024を用いて各種センサ、 ス イ ッ チ、 ソ レ ノ イ ド の接続例です。

センサあ るいはス イ ッ チのタ イ ミ ング待ちは

WAIT SW(0)=1

と記述し ます。 1はon状態を意味し てお り 、 こ の例ではポー ト 0がonにな るのを待ちます。

また、 現在の入力ポー ト の状態を表示するには

 

装置Ａ 

装置Ｂ 

装置Ｃ 

装置Ｄ 

・各種センサ（オープンコレクタタイプ） 

・ソレノイドバルブ（１００ｍＡ） 

・リミットスイッチ 

・２線式センサ（抵抗が必要） 

・リレー 

フラットケーブル 

ＭＰＣ 

ＩＯＤ－０２４ Ｉ／Ｏ機器 
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PRINT SW(0)

を実行し ます。 これによ り 簡単なIOテス ト を行 う こ と ができ ますが、現在は、FTMW付属のIOC機能の方が、

便利です。 ポー ト のON/OFFは次のよ う に書き ます。

ON 1,2
TIME  100
OFF 1,2

こ こ でTIMEは時間待ちのコマン ド で、 10m秒単位で指定でき ます。 100では1秒と な り ます。

次に簡単なプロ グ ラ ムを例示し ます。

10 WAIT SW(0)=1
20 ON 0
30 TIME 100
40 OFF 0
50 GOTO 10

こ こ ではポー ト 入力のオン信号によ り 、出力ポー ト を1秒間ONし ます。 こ のよ う にMPCのIO制御は、実際の

動作に沿って記述する こ と ができ ます。

パルス発生

SOFT-PG， MPG-303， MPG-301のいずれかを使用し ます。 SOFT-PGはMIF-816のパラ レルポー ト から周辺

ボー ド を追加する こ と な く 、 シ ステム ソ フ ト が直接パルス を出力し ます。 こ のため、 低価格で位置決めユ

ニ ッ ト を構成する こ と ができ ます。MPG-303はポ イ ン ト ツーポ イ ン ト のロボ ッ ト 、P&P動作に対応し ます。前

記いずれの場合も、次の例にあ る よ う な、わか り やすいコマン ド で制御する こ と ができ ます。図はMPG-303

を二枚用いた制御例です。MPG-301は途中速度変更、非対称加減速あ るいは Ｓ 字加減速に対応する こ と がで

き る高速PGボード です。コマン ド はロボ ッ ト コマン ド ではあ り ませんが、簡便に様様な用途に対応する こ と

ができ ます。 MPG-301には別途資料が用意されてお り 、 当社webサイ ト か ら常時参照可能です。

パレット

パレット

コンベア

ＸＹロボットＡ

ＸＹロボットＢ

サーボドライバサーボドライバ

フラットケーブル
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表示・入力

MPC-816には小型液晶を直接制御する機能があ

り ます。MIF-816，MIF-816ADのパラ レルポー ト

に小型LCD を直接接続し て、 簡易に小規模な表

示を付加する事がで き ます。 規模の大き な入力

装置、表示パネルを使用する場合は、MBK-816を

用います。 MBK-816はデジ タル社製GPシ リ ーズ

に対応し てお り 、 MPCのIO制御コマン ド で複雑

な操作 メ ニ ューを実現し ます。 MBK-816には別

途資料が用意されてお り 、当社webサイ ト から常

時参照可能です。

アナログ入力・出力

MIF-816ADを用います。 J4のA13～A15がアナロ

グ入力、 A16がアナロ グ出力 と なっています。

AD/DAの電源は内部電源を使用する こ と も、 独

立に供給する こ と も でき ます。このため、必要な

精度レベルに よ っ て設計を変更し て く だ さ い。

入出力 と も0V～4.095V の範囲で使用する こ と

がて き ます。A16のアナロ グ出力はADに4番目の

入力にループバッ ク し ています。 も しAD入力の

み4CH 必要な場合はDA コ ンバータ を取 り 外し

ます。いずれの場合も、巻末のハード ウ ェ ア仕様

を参照の上ご使用 く だ さい。また、使用例等の資

料は、 当社webサイ ト から常時参照可能です。

使用AD: AD7890AN-4 , 　 DA: DA8512F

MPC-816

MIF-816(MIF-816AD)

LCD

MPC-816

MIF-816AD

アナログセンサ
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プログラミングの方法

プロ グ ラ ムの開発にはWindowsパソ コ ンを用います。 FTMWはWindows用の統合プロ グ ラ ミ ングツール
で、 おおまかに次の要素よ り 構成されています。

オフ ラ イ ンエデ ィ タ 机上でのプロ グ ラ ム作成ツールです。

オン ラ イ ンプロ グ ラ ミ ングール 装置と 接続し リ アルタ イ ムに編集・デバグおよびIOチェ ッ クする

ツールです。

システム ローダ MPCの保守に用います。

いずれの機能もFTMWの起動 メ ニ ューから使用する こ と ができ ます。

プログラムの編集

オン ラ イ ンでは必ず文番号を付けてプロ グ ラ ムを記述し ます。 文番号を付けずに記述する と MPC はダ イ レ

ク ト コマン ド と し て実行し ます。プロ グ ラ ムを追加、変更し た場合は必ず<Enter>キーを押し て確定し て下さ

い。 確定後 「???」 が表示される と文法エラーです。 コマン ド名や引数などの記述方法の間違い、 ジ ャ ンプ

の場合にはラベルの有無を確認し て く ださ い。全てのジ ャ ンプにラベルを用いる と 、パソ コ ンに文番号が無

い状態で保存する こ と ができ て、オフ ラ イ ンでの編集が容易にな り ます。記述し たプロ グ ラ ムを表示するの

は 「LIST」 コマン ド です。 引数に文番号か ラベルを与て開始位置を指定する こ と ができ ます。 FTMWの操作

は<Ctrl>＋キー と フ ァ ン ク シ ョ ンキーが基本です。

主な編集キー操作

矢印キー カーソル移動

<Ctrl> + <N> カーソル位置に一行挿入

<Ctrl> + <Y> カーソル行削除

<Insert> 一文字分空白挿入

<Delete> 一文字削除

<F5> 画面ク リ ア

<Enter> 確定

こ のほかのキー操作はF7 「FTMW32操作キー一覧」 を参照し て下さい。

編集関係のコマン ド

LIST、 NEW、 FREE、 TAIL、 RENUM、 LSCNT等

Ｉ/Ｏチェック

配線や機器の動作を確認する ためにI/Oチェ ッ クは必須項目です。 SW()やON/OFFなどのコマン ド で入出力

の状況を知る こ と も でき ますが、 I/Oチェ ッ カで効率的な確認作業が行えます。

FTMWの操作 ： F8 「I/O Checker」

プログラム読込

パソ コ ンに保存されているプロ グ ラ ムをMPCへ読込む作業をLOAD と いいます。 LOAD後は必ず 「RUN」 を

し てフ ラ ッ シ ュ ROMにプロ グ ラ ムを書き込んで下さい。新規のMPCへLOADする場合は、事前に 「MPCINIT」

と 「ERASE」 で初期化を行って下さ い。

FTMWの操作 ： F9 「プロ グ ラ ム読込」

プログラム保存

MPCのプロ グ ラ ムをパソ コ ンに保存する作業をSAVE と いいます。予期せぬア ク シデン ト でMPCのプロ グ ラ

ムが壊れた と きや消えた時のために必ず保存し て く ださ い。 特に開発中の保存作業はまめに行って下さい。

FTMWの操作 ： F9 「プロ グ ラ ム保存」
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デバッグ方法

リ アルタ イ ムに実行状況を知るにはプロ グ ラ ムの要所にPRINT 文を仕込み、 変数や入力の状態を表示し ま

す。プロ グ ラ ムが先に進まな く なった場合には<Ctrl>＋<A>で停止し て、停止位置のプロ グ ラ ム内容から原因

を探 り ます。 <Ctrl>＋<M>を押すと 各タ ス ク の停止行を表示し ます。

LIST *LOOP ←ﾗﾍﾞﾙ *LOOPからLIST表示
10      *LOOP
20      FOR I=0 TO 255
30       OUT I,0
35      TIME 50 ←<Ctrl>+<N>で1行挿入／<Ctrl>+<Y>で削除
37      PRINT I ←PRINT文で変数Iの値をﾓﾆﾀ
40      NEXT I
50      GOTO *LOOP
Programming the FLASH ROM *++++++++ ←RUN

←<Ctrl>+<A>で停止
        TASK 0 # 40
> ←<Ctrl>+<M>で停止行表示
TASK0 35        TIME 50 ←ﾀｽｸ0の停止ﾘｽﾄ

ラベルの記述方法

GOTO、 GOSUB、 THEN、 FORKのジ ャ ンプにラベルを用いる場合、 飛び先のラベルが存在し ていない と エ

ラーにな り ます （①）。 次の方法で対応し て く ださ い。

･と り あえず文番号で指定し て、 後でその文を ラベルにする （②）。

･先にラベルを作ってから ジ ャ ンプ文を書 く （③）

                ①

NEW
>10 GOTO *PASS1 ←飛び先*PASS1が無いのでｴﾗｰになる
???

                ②

NEW
>10 GOTO 100 ←とりあえず文番号で記述
100 *PASS1 ←飛び先をﾗﾍﾞﾙにする
LIST 0
10      GOTO *PASS1 ←ｼﾞｬﾝﾌﾟ元は自動的にﾗﾍﾞﾙ文になる
100     *PASS1

                ③

NEW
>100 *PASS1 ←先にﾗﾍﾞﾙを書く
10 GOTO *PASS1 ←すでにﾗﾍﾞﾙがあるので①のようなｴﾗｰにはならない
LIST 0
10      GOTO *PASS1
100     *PASS1

セットアップ、アップデート、動作確認

FTMWのセ ッ ト ア ッ プはSETUP DISKで行います。 こ の他MPC関係の ソ フ ト やデータの入手 と ア ッ プデー ト

は弊社Webサイ ト のダウ ン ロー ド サービ ス をご利用下さ い。
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